
入隊・入校予定者を激励

演
技
が
披
露
さ
れ
、
最
後
に
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
音
楽
隊
が
登
場
し
た
。
演
目
の
「
Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ　

Ａ
ｌ
ｏ
ｎ
ｅ
」
で
の
美
し
い
歌
声
や
「
陸
・
空

う
、
日
々
精
進
し
続
け
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
決
意
を
表
明
し
た
。

海
大
学
付
属
相
模
高
等
学
校
中
等
部
吹
奏
楽
部
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
演
奏
や
横
浜
市
消
防
音
楽
隊
に
よ
る
軽
快
な
演
奏
と
華
麗
な
ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル

県
隊
友
会
、
県
自
衛
隊
家
族
会
、
神
奈
川
地
本
募
集
相
談
員
会
の
４
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

し
て
入
校
す
る
平
野
裕
介
さ
ん
が
代
表
と
し
て
謝
辞
を
述
べ
た
。

か
の
た
め
に
何
か
を
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
育
ま
れ
た
と
語
り
、「
人
の
痛
み
を
知
り
、
国
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
愛
さ
れ
る
自
衛
官
に
な
れ
る
よ

・
海
マ
ー
チ
・
メ
ド
レ
ー
」
な
ど
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
演
奏
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
出
演
者
全
員
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り

催
さ
れ
た
「
第
４
６
回
神
奈
川
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
」
を
支
援
し
た
。
主
催
し
た
の
は
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
支
援
団
体
協
議
会
で
、
県
防
衛
協
会
、

平
野
さ
ん
は
、
出
身
地
で
あ
る
石
川
県
に
帰
省
中
に
能
登
半
島
地
震
に
被
災
し
た
た
め
、
予
定
し
て
い
た
昨
年
度
の
入
校
を
取
り
や
め
、
本
年
度

参
加
し
た
。
第
１
部
は
入
隊
・
入
校
予
定
者
激
励
会
で
、
国
歌
斉
唱
、
来
賓
祝
辞
の
後
、
入
隊
・
入
校
予
定
者
が
紹
介
さ
れ
、
一
般
幹
部
候
補
生
と

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

大
谷
三
穂
１
等
海
佐
）
は
、
２
月
１
１
日
（
火
）、
横
浜
武
道
館
ア
リ
ー
ナ
（
横
浜
市
中
区
）
に
て
開

に
再
度
受
験
し
て
こ
の
日
を
迎
え
た
。
災
害
の
現
実
に
向
き
合
う
中
で
、
周
り
の
人
々
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
自
ら
も
「
誰

第
２
部
は
音
楽
演
奏
会
で
、
陸
上
自
衛
隊
横
浜
駐
屯
地
太
鼓
部
の
勇
壮
な
「
横
浜
湊
和
太
鼓
」
の
演
奏
と
格
闘
演
舞
で
幕
を
開
け
た
。
続
い
て
東

観
客
と
一
緒
に
「
Ｂ
ｅ
ｌ
ｉ
ｅ
ｖ
ｅ
」
を
合
唱
し
、
音
楽
ま
つ
り
は
一
体
感
に
包
ま
れ
な
が
ら
幕
を
閉
じ
た
。

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
は
、「
今
春
、
自
衛
隊
に
入
隊
・
入
校
さ
れ
る
一
人
ひ
と
り
の
志
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
」
と
し
て
い
る
。

自衛隊神奈川地方協力本部

「第 46 回神奈川自衛隊音楽まつり２０２５」

音
楽
ま
つ
り
は
、
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
今
春
の
入
隊
・
入
校
予
定
者
と
そ
の
ご
家
族
の
ほ
か
、
募
集
対
象
者
や
関
係
者
な
ど
約
１
，３
０
０
名
が


